
新居浜市行政評価委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 行政評価を円滑に実施するために、新居浜市行政評価委員会（以下「行

政評価委員会」という。）を設置する。 

 （任務） 

第２条 行政評価委員会は、外部評価委員会（以下「外部委員会」という。）及

び新居浜市経営戦略会議（以下「経営戦略会議」という。）で構成する。 

２ 外部委員会は、評価の客観性を保ち、評価結果の精度を高めるため、施策

評価結果及び事務事業評価結果等に関する事項について評価を行い、その結

果を経営戦略会議に報告する。 

３ 経営戦略会議は、実施機関が行った評価及び外部委員会の評価に基づき、

行政経営を行う視点で、当該施策及び事務事業の評価を行う。 

（外部委員会の組織等） 

第３条 外部委員会は、委員６人以内で組織する。 

２ 外部委員会の委員（以下「外部委員」という。）は、次に掲げる者のうちか

ら、市長が委嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）公募による市民 

３ 外部委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任することができる。 

５ 外部委員会に委員長（以下「外部委員長」という。）及び副委員長（以下「外

部副委員長」という。）を置き、外部委員の互選によって定める。 

６ 外部委員長は、会務を総理し、外部委員会を代表する。 

７ 外部委員会の会議は、外部委員長が招集し、外部委員長が会議の議長とな

る。 

８ 外部副委員長は、外部委員長を補佐し、外部委員長に事故あるとき又は外

部委員長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（専門部会） 

第４条 外部委員会は、効率的に施策及び事務事業を評価するため、必要があ

るときは、専門部会（以下「部会」という。）を置くことができる。 

２ 部会は、外部委員長が指名する外部委員（次項において「部会員」という。）

をもって組織する。 

３ 部会に部会長及び副部会長を置き、部会員の互選によって定める。 

４ 部会長は、部会の会務を総理し、部会を代表する。 



５ 部会の会議は、部会長が招集し、部会長が会議の議長となる。 

６ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故あるとき又は部会長が欠けた

ときは、その職務を代理する。 

（経営戦略会議の組織等） 

第５条 経営戦略会議は、議長、副議長及び議員をもって組織する。 

２ 議長は市長を、副議長は副市長をもって充て、議員は別表に掲げる者をも

って充てる。 

３ 議長は、経営戦略会議の会務を総理し、経営戦略会議を代表する。 

４ 経営戦略会議の会議は、議長が招集し、議長が会議の議長となる。 

５ 副議長は、議長を補佐し、議長に事故あるとき又は議長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（関係者の出席） 

第６条 外部委員長、部会長及び議長は、それぞれ必要があると認めるときは、

関係者に対し委員会、部会及び経営戦略会議の会議への出席を求め、意見若

しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 行政評価委員会の庶務は、行政評価担当課において処理する。 

附 則 

この要綱は、平成１７年６月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成３０年６月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 



別表（第５条関係） 

教育長、企画部長、総務部長、福祉部長、市民環境部長、経済部長、建設部長、

こども局長、環境エネルギー局長、文化スポーツ局長、議会事務局長、会計管

理者、上下水道局長、教育委員会事務局長、消防長、港務局事務局長、監査委

員事務局長、農業委員会事務局長、選挙管理委員会事務局長 

 


